
令和6年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

１：
60%
未満

Ｄ
環境問題について考えたり解決に向けて実
践したりする。 4

4

肯定的評価：82.7％
昨年度より、12％上回った。
〇保護者への周知方法を改善し
たことが、高評価につながったと考
える。
①ホームページの更新回数を増
やした。②学校評価アンケートの
保護者向けプリントに、今年度の
取組の概要を掲載した。
〇令和５年度の重点目標「明日も
行こうと思える楽しい学校」につな
がる取組⇒「分かる授業」「楽しい
運動」「特別活動の充実」につい
て、ご理解いただけた。
〇「フリージョイランニング」や「エコ
キャップ回収活動」等の新たな取
組について、本校の特色ある教育
活動としてご理解いただけた。
●「おおたのものづくり」への教員
認知がまだ低い。令和７年度に始
まる大田区独自教科「おおたの未
来づくり」につながる内容なので、
令和６年度は教員の校務分掌に
企画チームを立ち上げ、見通しを
もって企画したり周知したりしてい
く。

Ａ 9

・新たな取組として実施されている「フリージョイランニン
グ」は、とても素晴らしい貴校独自の特色ある活動だと思
います。この活動が定着し、今後さらに発展していくことを
期待します。
・フリージョイランニングはネーミングも楽しく、自分も走っ
てみようと参加した児童も出てきたと思うし、駅伝での結
果にもつながり素晴らしい取組であると思う。
・SDGsの取組として、エコキャップ回収活動を通じてその
先にある気候温暖化のもたらす現実を知る学習を深めて
ほしい。
・新たな取組を、生徒たちと相談して始めてみるのもよい
かもしれません。先生は大変になってしまうかもしれませ
んが。
・算数の授業において、自分の考えをうまく表現できない
児童にに対し、教員がその意を汲みながら補足して、そ
の児童の「言えた！」という達成感を引き出している場面
を多く見ました。
・社会の変化が激しいが、人間性、友情といったものは普
遍的なもので、これを大切に教育に当たっていただきた
い。
・評価します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：
70%
以上

Ｂ 1

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

保護者アンケートで「学
校は特色のある教育活
動を行っている」に肯定
的な回答

４：
80%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

4

肯定的評価：83％
昨年度より、1.6％上回った。
〇今年度から校内研究で「特別活
動」に取り組み、人間関係形成・社
会参画・自己実現の３つの視点か
ら児童を育成している。その成果
が少しずつ現れてきているので、
令和６年度もこの取組を継続し児
童の自己肯定感や自己有用感を
さらに高めていきたい。
〇いじめや不登校に対して、教員
一人で抱え込まず組織的に対応
することができている。
●「特別の教科　道徳」は、毎週１
回年間３５時間の規定に沿って確
実に実施し道徳教育の充実を図っ
ている。取組内容の「研修」や「資
料活用」の文言で自己評価に迷っ
た教員がいたようである。
●学校生活調査について、結果を
出すだけにとどまらず組織的で具
体的な対応策を考える。

4

4

4

4

肯定的評価：93％
昨年度より、3.7％上回った。
〇校内研修等の様子や図書室や
タブレットを活用した教育活動につ
いて、ホームページ等を使って保
護者へ周知を図った成果が表れ
ている。
〇授業改善や「凡事徹底」につい
て、教職員の意識は高い。校内
OJTのみならず自主的な研修に参
加する教員が多く、このような取組
が授業力向上や当たり前のことを
徹底して行うことにつながってい
る。
●タブレット端末については、学級
閉鎖時等に活用できて良いという
保護者からの意見がある反面、家
庭でも依存しがちになったり自分
で書くことを億劫がったりするとい
うマイナスのご意見もある。タブ
レット使用に関するルールの見直
しが必要である。

３：
70%
以上

２：
60%
以上

１：
60%
未満

3

4

3

3

4

4

4

3

１：
60%
未満

・道徳の授業において、教員はできるだけ多くの児童の発
言を引き出し、肯定的に受け止めていると思います。ま
た、ワークシートを用いて、考えを言語化することにも取り
組ませていると思います。
・どの学級も落ち着いていると、授業参観でも感じます。
・学校だけの問題ではなく、大変難しいことです。
・いじめ、不登校への対応はしっかり行っていただき、自
分に自信をもてるように自己肯定感を大切に育てるように
お願いいたします。
・いじめや不登校に対して組織的に対応している様子は、
校長先生の日頃のお話からも理解できる。

・「早寝・早起き・朝ごはん」は、生活リズムの原点であると思う
ので、家庭と共に児童本人も理化できるようになるこの時期に習
慣化できることは望ましい。プラス運動で体が整う実感がより感
じられると思う。
・給食を通じて食への関心は給食委員会の活動もあり、高まっ
ているのではないかと思う。
・食育は健康維持のため極めて重要であり、体力推進のために
も、力を入れての教育をお願いします。
・毎年運動会は素晴らしいです。今年も、どの学年もとても頑
張っていました。感激しました。学校の前を通ると、体育授業も
頑張っています。
・ゲーム漬けの子どもが多い中、フリージョイランニングのよう
に、体を動かす遊びにもつながることができるとよいと思いま
す。
・「フリージョイランニング」や持久走を通し、楽しく積極的に運動
する様子が見られ、体力向上につながっていると思う。
・フリージョイランニングに参加している児童たちの、走り終えた
後の達成感に満ちた笑顔は、見ていてほほえましいです。
・大変努力されている。

・学校は、児童の安全・安心に細心の注意を払って、様々
な取組をしていると思います。
・タブレット端末の活用は、今後の教育の大きな柱と思い
ます。有効な活用方法の伝授に努めてください。
・タブレット、良く使いこなしていると感心します。
・授業時間に制約があり、従来の教育の仕方とタブレット
の使用は難しいと思いますが、先生方が絶えず研修をな
さり、良い方向に進んでいくと感じます。
・タブレットのルールは、各家庭で決めるべきものと思い
ます。

3

4

・授業に工夫が見られ、子どもが自信をもって自分の意
見を発表したり、友達の意見をよく聞いて考えたりする様
子が見えてきました。
・教員は全体指導をしながら、児童一人ひとりにも目を配
り、習熟の遅い児童に対し、隙間時間を見付けては指導
していると感じます。
・算数少人数指導が行えなかったのは、大きな問題だと
思います。教員の欠員が理由とのことですが、区の方で
何とかならなかったのでしょうか。この問題は結果的に学
校格差を生じる懸念もあり、早急に対応すべきと考えま
す。
・少人数指導、来年度はできるようになるとよいと思いま
す。
・教員不足ながら学習向上したことは、大変努力されてい
る。
・全国的に教員数が減少しており、それが児童への教育
に問題とならないか心配しています。

肯定的評価：93.1％
昨年度より、0.7％とわずかではあ
るが上回った。
〇４年生以上で実施する「大田区
学習効果測定」で、現５年生は区
内順位上昇率　１２位、現６年生は
１０位であり、昨年度に比べて数
値的に見ても、学力が向上した。
〇授業改善プランを生かして授業
を行ったり、校内OJT研修を活用
したりして、教員が研鑽に励んで
いる成果である。
●補習について補助員の勤務条
件との兼ね合いがあり、今後改善
を目指す。
●教員の欠員により、今年度は算
数少人数指導が行えなかった。
ゆっくり習熟する児童への手だて
が少なかった分、理解が十分でな
い児童が増えている現状がある。

9

1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

めあてカードや体育ノート等を用いて、目標
を決めたり振り返ったりする時間を設定す
ることで、主体的に運動に取り組ませる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

特別活動の校内研究実践を通して、児童
の自己肯定感や自己有用感を育む。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

落ち着いた学級・服務事故のない学校にす
るために、当たり前のことを徹底して行う
「凡事徹底」を実践する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

OJT組織を活用し研修会での実践を通し
て、児童への指導力を向上させる。

１：
60%
未満

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

保護者と連携した学習、学校公開、保護者
会を実施し、家庭との連携の充実を図る。

4

4

２：
60%
以上

１：
60%
未満

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：
70%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

肯定的評価：91.3％
昨年度より、3.5％上回った。
〇校内の情報担当者がホーム
ページ更新の計画表を作成し、積
極的に情報を発信することができ
た。
〇学校支援地域本部が主体となり
バイオリン教室や図書室装飾、夏
のわくわくスクールを行ったり、町
たんけんや家庭科調理実習の補
助をしてくださったりした。地域力
を生かした教育活動を行うことが
できている。
〇教員の地域行事の参加は家庭
の都合もあり全員はできなかった
が、昨年度よりかなり多くの教員
が協力することができた。
●地域教育連絡協議会では、資
料を作成し評価に必要な情報を共
有したが、教員への周知が足りず
毎回これを行っていることが伝
わっていなかった。どのような資料
を用いてどのような会議を行って
いるかを、教員に周知していく。

・学校支援地域本部が主体となっている活動では、地域力を生
かした教育活動につながっているようなので、地域教育連絡協
議会での有用な情報も、ぜひ教員の方々に周知していただき、
学校・保護者・地域三位一体のさらなる連携につながることを望
みます。
・地教連を通じて学校の様子を伝えていただいて、地域も問題
解決に協力していきたい。
・夏まつり、ミニ運動会など教員の参加が多く、子どもたちも励み
になったと思う。
・PTAと青少対共催のミニ運動会では、多くの教員が参加して一
緒に楽しんでいたので、子どもたちも大喜びしていました。
・地域との連携をとった活動が行われており、さらに充実できる
とよいと思っています。
・地域清掃、サマースクールなど地域との触れ合いもとてもよい
と思います。町たんけんで子どもたちは、道路もちゃんと歩き、
お店の方の話もしっかり聞いていました。先生方が付いて行か
ず、子どもたちにとって良い体験だと思いましたが、事前の先生
方の子どもたちへの言い聞かせは、大変だったと思います。
・地域の連携はうまくいっていると思われます。
・また、何か協力したいと思います。
・これからも地域力を生かし、行事を含めて教育活動に協力して
いきます。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

9

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

地域や保護者が主催する地域行事に、教
職員も協力・参加する。

学校関係者記入欄
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令和５年度　大田区立おなづか小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇児童数467名（3月1日現在）　学級数15学級　サポートルーム拠点校
〇学校全体は落ち着いた雰囲気である。
〇校内研究では、「児童の自己肯定感や自己有用感を育む特別活動　～学級活動の充実を通して～」というテーマを掲げ、特別活動で取り組んでいる。
〇全校をあげて「早寝・早起き・朝ごはん」に取り組み、朝のフリー・ジョイ・ランニングや体育での持久走、短縄跳びの実践を通して、児童の体力向上を目指す。
〇「家庭学習推進週間」を学期に1回ずつ設けて取り組むことで、家庭学習の充実を図る。

児童アンケートで「自分
にはよいところがあると
思いますか」に肯定的

な回答

保護者アンケートで「学
校は、学校行事などに
地域の協力を得ていま
すか」に肯定的な回答

目標に対する成果指標

２：
60%
以上

４：
80%
以上

4

9

1

6

Ｂ

３：
70%
以上

２：
60%
以上

４：
80%
以上

４：
80%
以上

３：
70%
以上

２：
60%
以上

２：
60%
以上

１：
60%
未満

B

肯定的評価：88.1％
昨年度より、1.2％上回った。
〇「早寝・早起き・朝ごはん」につ
いて学校全体で取り組み、教員の
意識も向上した。また、長期休業
日に「生活カード」を配布し家庭で
実践してもらうことを通して、保護
者に啓発することができた。
〇上記の取組を通して、食育につ
いての実践も進んだ。
〇「フリージョイランニング」や持久
走など、運動習慣の確立に向け
て、学校全体で取り組むことがで
きた。
●主体的に運動に取り組ませるこ
とについて、ほぼ全員の学級担任
ができたが、できなかった教員に
対しては指導助言を行っていく。

保護者アンケートで「学
校は、学習環境が整っ
ている」に肯定的な回答

児童アンケートで「元気
よく遊ぶなど、すすんで
体を動かしていますか」
に肯定的な回答

Ａ

児童アンケートで「授業
はよく分かりますか」に
肯定的な回答

4

Ｃ

Ｄ

４：
80%
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
80%
以上

Ｄ

３：
70%
以上


